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＜定例会の主な議題及び要旨＞ 

 

令和３年６月１０日（木） 

 

【協議事項】 

１ 警察職員の特別派遣について           

       （警備部） 

  警察本部から「第３２回オリンピック競技大会及び東京２０２０パラリンピック競技

大会開催に伴う諸対策に万全を期すため、東京都公安委員会から本県公安委員会に対

し、警察職員の特別派遣について援助の要求がなされた。御審議をお願いする。」旨の

説明があった。 

公安委員から「当大会では、現在無観客や観客の入場制限が検討されており、ボラン

ティアについても辞退者が出ているようであるが、特別派遣の規模に影響はないのか。」

旨の発言があり、警察本部から「当大会の運営はもちろん、大会会場及びその周辺の治

安情勢や交通事情によって、今後の部隊運用が決まっていくものと思われる。現時点で

は、当初計画されていた特別派遣の規模に影響はない。」旨の説明後、本件は了承され

た。 

 

【報告事項】 

１ 強盗致傷事件被疑者の逮捕について                   

（暴力団対策部） 

警察本部から「宗像警察署及び暴力団犯罪捜査課は、４月１１日、宗像市所在のディ

スカウントストア駐車場において、被害者の頭部を殴るなどの暴行を加え、現金約２万

円在中の財布などを強取し、全治５週間を要する傷害を負わせた強盗致傷事件につい

て、６月４日、道仁会傘下組織組員ほか２人を逮捕した。」旨の報告があった。 

公安委員から「今回の犯行は、道仁会による資金源対策の一環か。」旨の発言があり、

警察本部から「組織の関与を含め、今後、徹底した捜査を推進し、事件の全容解明を図

っていく。」旨の説明があった。 

 

２ 車両４台が絡む危険運転致死傷事件被疑者の通常逮捕について 

（交通部） 

警察本部から「直方警察署及び交通捜査課は、１月２１日、福岡県宮若市の県道上に

おいて普通乗用自動車を運転中、てんかんの発作により意識減損の状態に陥り、前方を

走行していた被害者が運転する軽四輪乗用自動車に追突するなど、車両４台が絡む交通

事故を起こし、運転者３人を死傷させた危険運転致死傷事件について、６月２日、同市

居住の会社員の男性を逮捕した。」旨の報告があった。 

公安委員から「危険運転致死傷罪が適用される病気には、てんかん以外に何があるの

か。」旨の発言があり、警察本部から「政令により、てんかんのほか、統合失調症、再

発性の失神、低血糖症等が定められている。ただし、これらの病気等により、一律に自

動車の運転が禁止されるものではなく、これらの病気の影響により人を死傷させる交通

事故を起こした際に危険運転致死傷罪に問われることとなる。」旨の説明があった。 

 

３ 貨物自動車運送事業法違反事件の捜査終結について 

（警備部） 

警察本部から「東警察署ほか２警察署、交通捜査課及び外事課は、国土交通大臣の許

可を受けないで、一般貨物自動車運送業を経営していたとして、福岡市中央区居住の会



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社役員の男性を逮捕し、令和２年８月５日から同年１０月９日までの間、同人と共謀の

上、４人の運送依頼者から運送料金を徴収した上、普通貨物自動車を使用して、引っ越

し荷物を運送したとして、同人及び福岡市東区居住の会社役員の男性を書類送致した。」

旨の報告があった。 

公安委員から「こうした犯行は運送業界において看過できない問題となっていること

から、悪質な行為については徹底した取締りをお願いする。」旨の発言があった。 

 


